













る種の文の主語を含めた句をマークする焦点 という機能 もある｡ この焦点
をマークする ｢が｣は､句の他に､ある複文の節 もマークする｡












24 ｢が ｣ と ｢は｣PartII
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法関係｣ という用語 と ｢表層格助詞｣ という用語は統語論上違 うものであり､
日本語の文構造を分析する際にそれらの用語をはっきりと使い分ける必要があ
るということを示そうとしているのである｡




心 を突 いて言 うな らば､焦点 をマークす る ｢が｣､ トピックをマークす る
｢は｣､総称をマークする ｢は｣､対比をマークする ｢は｣などの助詞を1つのグ
ループに分類 した､仮称 ｢機能助詞｣ という文法概念を､現存の 2つの文法概







文 法 関 係 :主語､(直接)目的語､間接目的語など
表層格助詞 :主格､対格､与格､など



























































題化が起 こると､この ｢に｣は トピックをマークする ｢は｣の前で随意的にそ
の形を失うこともできるし､現れることもできるようだ｡
9) a.パ リに是非行きたい｡
b.パ リ に は [S是非 行きたい｡]
方向 (目的)格
トピック















なお､表層格助詞の中で起点格 ｢から｣､(場)所格 ｢で｣､着点格 ｢まで｣､
比較格 ｢より｣などでマークされた名詞句が話題化されると､それらの表層格
助詞はそのままの形で残 り､ トピックをマークする ｢は｣はそれらの句に単に
付加される形になる｡これらの名詞句の話題化の例を以下観察されたい｡
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C.札幌 旦ヱ 旦 [S飛行機 ヱ 行きます｡]
着点格 手段格 -表層格助詞のレベル
トピック -機能助詞のレベル



















語構造を表す 2つの概念 (つまり､文法関係 と表層格助詞)だけでは日本語の
話題化現象を十分に説明し切れないことを指摘した｡そこで､これらの2つの
概念に加え､新 しいタイプの概念 (つまり､機能助詞)の必要性を提案をした｡
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下に示す例は､それぞれ総称をマークする ｢は｣ と対比をマークする ｢は｣
である｡
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トピックをマークする ｢は｣の特殊なケースであると見なすことにする｡





















型を使ってみた｡)前文の ｢は｣は トピックとも対比 とも解釈が可能のようだ｡







38 ｢が ｣ と ｢は｣PartII
方の助詞が 1つの文型に現れているからだ｡しかし､これらの4つの文型に最
も強 く感 じられる解釈を各文型の後に示してこの節を閉じることにする｡

























｢は｣については､ トピックをマークする ｢は｣､総称をマークする ｢は｣､対
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